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紀
を
代
表
す
る
シ
ン
フ
ォ
ニ
ス
ト

と
評
さ
れ
た
。

し
か
し
、
ソ
連
内
で
社
会
主
義

レ
ア
リ
ズ
ム
芸
術
を
代
表
す
る
作

曲
家
と
さ
れ
る
一
方
、
特
に
弦
楽

四
重
奏
曲
に
お
い
て
個
人
の
自
由

や
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
対
す
る
圧

政
の
時
代
へ
複
雑
な
心
情
を
吐
露

し
た
と
感
じ
ら
れ
る
。

 

二
十
一
世
紀
の
未
来
予
測
で
は

Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
の
進
歩
が
社

会
の
あ
り
方
を
変
え
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
と

い
う
、
人
と
モ
ノ
・
モ
ノ
同
士
が

繋
が
る
本
格
的
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

到
来
が
語
ら
れ
た
。

交
通
網
が
発
達
し
て
移
動
が
楽

に
な
り
、
情
報
化
社
会
の
発
展
に

よ
り
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
で
一
層
テ
レ

ワ
ー
ク
が
進
む
。
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

が
単
純
労
働
を
減
ら
し
、
そ
の
先

に
は
国
民
が
労
働
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム

と
い
う
給
付
金
で
暮
ら
せ
る
よ
う

に
な
る
、
と
か
。

力
の
激
突
、人
類
破
滅
に

交
響
曲
第
七
番 

20
世
紀
を
代
表

ロ
シ
ア
の
侵
略
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
が
、
ま
す
ま
す
激
し
く

な
っ
て
き
た
。 

 
作
曲
家
ド
ミ
ー
ト
リ
イ
・
シ
ョ

ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
は
、
ロ
シ
ア
革

命
か
ら
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
時
代
、
世

界
大
戦
を
二
度
経
験
し
、
二
十
世

紀
を
生
き
、
生
涯
に
交
響
曲
と
弦

楽
四
重
奏
曲
を
十
五
曲
ず
つ
作
曲

し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
中
、
ド
イ
ツ

の
猛
攻
を
し
の
い
だ
レ
ニ
ン
グ

ラ
ー
ド
攻
防
戦
を
描
い
た
交
響
曲

第
七
番
「
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
」
は

イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
く
、
二
十
世

確
か
に
進
ん
だ
分
野
も
あ
る

が
、
い
か
ん
せ
ん
平
和
の
祭
典
、

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
＆
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
中
に
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
攻
め
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

歴
史
を
み
る
と
、
極
東
で
日
本

が
幕
末
の
こ
ろ
、
一
八
五
三
年
か

ら
五
六
年
に
ク
リ
ミ
ア
戦
争
が
あ

る
。英
仏
ト
ル
コ
な
ど
同
盟
軍
と
、

ロ
シ
ア
ら
が
ク
リ
ミ
ア
半
島
を
巡

り
世
界
各
地
で
非
人
道
的
な
殺さ

つ
り
く戮

戦
と
な
り
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ

イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
ら
が
英
国
か
ら
従

軍
看
護
婦
（
師
）
活
動
を
始
め
、

結
果
と
し
て
近
代
看
護
学
が
確
立

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

医
師
に
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ヒ

ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓
い
が
、
そ
し
て

看
護
師
の
こ
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

精
神
は
、
い
わ
き
市
医
師
会
附
属

い
わ
き
准
看
護
学
校
で
も
人
道
主

義
の
象
徴
と
し
て
受
け
継
が
れ
て

い
る
。

戦
地
の
傷
病
者
や
捕
虜
を
敵
、

味
方
の
区
別
な
く
救
護
す
る
人
道

的
戦
時
国
際
法
と
し
て
一
八
六
四

年
、ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
が
結
ば
れ
、

各
国
で
赤
十
字
社
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。

こ
の
戦
争
の
与
え
た
イ
ン
パ
ク

ト
の
大
き
さ
が
想
像
で
き
る
。
イ

ス
ラ
ム
教
国
で
は
こ
の
赤
十
字
社

の
概
念
が
キ
リ
ス
ト
教
的
で
あ
る

か
ら
か
、
赤
新
月
社
と
呼
ば
れ
、

別
な
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
使
わ
れ

て
い
る
。

 

古
代
か
ら
領
有
を
巡
っ
て
戦
火

の
絶
え
な
か
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や

そ
の
周
辺
地
域
で
は
、
遊
牧
民
の

馬
と
農
耕
民
族
の
小
麦
が
近
い
と

こ
ろ
に
あ
り
、
そ
の
両
者
が
結
び

つ
く
こ
と
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
家

形
成
モ
デ
ル
に
な
っ
た
と
指
摘
し

た
の
は
人
類
学
者
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト

ロ
ー
ス
と
記
憶
し
て
い
る
。 

移
動
と
農
耕
も
支
え
る
馬
は
騎

馬
民
族
の
必
需
品
、
支
配
地
の
多

く
の
領
民
を
養
う
小
麦
は
農
耕
定

住
民
族
の
財
産
。
遊
牧
民
と
定
住

農
民
と
い
う
二
つ
の
生
き
方
と
価

値
観
の
、
大
き
な
緊
張
関
係
の
中

で
の
共
存
状
態
だ
ろ
う
と
想
像
す

る
。世

界
医
師
会
の
交
流
で
、
外
交

交
渉
と
戦
争
は
カ
ー
ド
の
裏
表
の

関
係
と
い
う
欧
米
流
思
考
を
聞
い

た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
第
二
次
大
戦

で
も
主
戦
場
だ
っ
た
。

核
兵
器
を
持
っ
た
ま
ま
分
離
独

立
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
な
ど
を
巡

寄 

稿

石井　正三 氏

〜 11〜■戦争と平和と人道と■

戦
火
、
古
代
か
ら
続
く

余 話



17

筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ル

り
、
核
不
拡
散
の
た
め
核
兵
器
を

ロ
シ
ア
に
返
還
さ
せ
る
一
九
九
四

年
の
「
ブ
ダ
ペ
ス
ト
覚
書
」、
二

〇
一
四
年
、
ロ
シ
ア
が
ク
リ
ミ
ア

半
島
を
武
力
併
合
し
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
東
部
二
州
一
部
を
親
ロ
シ
ア
武

装
勢
力
が
占
拠
、
一
五
年
に
「
ミ

ン
ス
ク
合
意
」
停
戦
協
定
、
そ
し

て
今
年
、
ロ
シ
ア
軍
が
大
規
模
に

侵
攻
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
起

こ
っ
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
勢
力
が
力
を
得
る

と
支
配
を
目
的
に
や
っ
て
く
る
、

あ
る
種
十
字
路
の
よ
う
な
地
域
で

は
、人
種
や
宗
教
・
文
化
の
全
と
っ

か
え
に
も
結
び
つ
く
リ
ス
ク
が
あ

り
、
安
易
な
妥
協
や
降
伏
が
存
続

を
図
る
賢
明
な
方
法
と
言
え
る
わ

け
で
も
な
い
。

力
と
力
の
激
突
・
殺
戮
を
セ
ッ

ト
で
交
渉
を
優
位
に
進
め
る
と
い

う
古
来
の
方
法
論
が
、
全
面
核
戦

争
に
発
展
す
れ
ば
人
類
の
破
滅
に

繋
が
る
と
い
う
、
危
う
さ
の
上
で

繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
万
人
に

と
っ
て
無
関
心
で
い
ら
れ
る
は
ず

が
な
い
。

 

一
九
八
九
年
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁

崩
壊
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
脳
神
経
外
科

学
会
が
翌
年
ベ
ル
リ
ン
で
開
か

れ
、
演
題
発
表
に
出
席
し
た
。
撤

退
し
た
ば
か
り
の
ソ
連
軍
が
残
し

て
い
っ
た
勲
章
や
鉄

て
つ
か
ぶ
と兜
、
壁
の
か

け
ら
な
ど
が
道
端
で
売
ら
れ
て
い

た
。壁

の
な
く
な
っ
た
街
で
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
友
人
と
再
会
を
喜
び
合

い
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
門
か
ら

旧
東
ベ
ル
リ
ン
側
オ
ペ
ラ
ハ
ウ

ス
の
ベ
ー
ト
ー
べ
ン
の
オ
ペ
ラ

「
フ
ィ
デ
リ
オ
」
で
、
囚
人
解
放

の
場
面
に
圧
政
か
ら
解
放
さ
れ
た

時
代
の
気
分
を
味
わ
っ
た
。

 
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
最
後
の

完
成
作
、
ビ
オ
ラ
ソ
ナ
タ
の
Ｌ
Ｐ

レ
コ
ー
ド
を
鳴
ら
し
て
み
る
。
死

を
覚
悟
し
た
作
曲
家
の
陰い

ん
う
つ鬱

な
気

分
が
第
一
楽
章
と
第
三
楽
章
に
あ

ふ
れ
、
踊
り
の
リ
ズ
ム
が
出
て
く

る
第
二
楽
章
で
も
若
い
時
の
跳
ね

回
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
な
ら
な
い

遺
書
。
七
五
年
、
作
曲
家
は
ソ
連

崩
壊
や
ロ
シ
ア
の
民
主
化
を
見
ず

に
亡
く
な
っ
た
。

ロ
シ
ア
人
と
少
し
近
し
く
な
る

と
、日
本
の
落
語
に
近
い
よ
う
な
、

少
し
皮
肉
が
こ
も
り
ニ
ヤ
リ
と
す

る
よ
う
な
小こ

ば
な
し噺
や
寓ぐ
う
わ話
の
語
り
を

出
し
て
く
る
。こ
の
ソ
ナ
タ
で
も
、

ベ
ー
ト
ー
べ
ン
の
運
命
の
リ
ズ
ム

や
月
光
ソ
ナ
タ
の
音
型
が
引
用
さ

れ
、物
言
い
た
げ
な
場
面
が
あ
る
。

抑
圧
と
人
間
性
の
相そ

う
こ
く剋
が
ロ
シ
ア

的
な
多
義
性
の
中
で
表
現
さ
れ
、

西
側
社
会
で
も
行
き
着
い
た
人
間

性
の
喪
失
感
を
え
ぐ
っ
て
い
る
。

人
類
の
地
上
の
存
続
が
ロ
シ
ア

的
な
思
考
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
現

状
、
闘
争
本
能
の
後
ろ
か
ら
理
性

や
人
道
主
義
が
力
を
得
て
ほ
し
い

と
願
う
ば
か
り
だ
。

石
井
　
正
三

（
い
し
い
・
ま
さ
み
）
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